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産地生産基盤パワーアップ事業（直接採択事業）の取組事例（Ｒ２～３年度：拠点事業者：熊本
大同フーズ（株）） （加工・業務用青果物の一貫生産・供給体制構築の取組）（熊本県）

対象品目 ：ほうれんそう、こまつな、みかん、
不知火、いちご

主な取組主体：熊本大同フーズ株式会社
成果目標 ：①取扱出荷量の10％以上の増加

②総出荷量に占める加工・業務用
向け出荷量の割合を年平均３％
以上の増加

導入施設等 ：農産物処理加工施設（冷凍加工工
場、冷凍貯蔵保管施設）
農業用機械（ほうれんそう収穫機
他）

ポイント

期待される事業効果

【事業実施による直接効果】
・ISO22000を取得し、市場ニーズの高
い冷凍加工品を全国へ販路拡大
・連携者へ農業用機械をレンタルし作業
効率化、データ集約によるマニュアル化
した生育指導を実施することで安定生産、
栽培面積拡大（76ha）、収穫量1,500ｔ
を見込む。農業生産法人設立、自社農場
による栽培ノウハウの蓄積による実質的
な営農指導を実施
【事業実施による間接効果】
・新商品開発による付加価値製品製造
・新工場の建設による雇用の創出
・無加熱摂取製品製造による評価向上

実施体制

【現状と課題】
①生産安定・効率化機能
熊本県は全国有数の農業県であり施設栽培が盛んな地域であるが、露地栽培、

特に加工用についてはノウハウが少なく技術体系構築や機械化が遅れている。
②供給調整機能
地元に大規模な加工施設が無く保存性が低い。そのため気象災害等の影響を大

きく受けやすい等、供給が不安定である。
③実需者ニーズ対応機能
産地での供給体制、ISO22000取得の工場が不足。また実需者ニーズの吸い上げ、

GAPの推進が必要。（GAP指導員資格取得済）

【目標年度の展望】
生産構造と国際環境の急速な変化の中、事業者、農業者、産地が協働し、生産の
安定化、ニーズに対応した製品の安定供給に取り組み、国内外における新市場の
獲得及び輸入シェア奪還を図る。

取組の概要
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熊本大同フーズ（冷凍加工工場）
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冷凍加工の工程
大型コンテナ輸送

品質検査

梱包

急速冷凍

ブランチング

水流洗浄バブリング

目視選別

搬入粗洗浄 サイズカット

９



加工用ホウレンソウの普及拡大について
～冷凍ホウレンソウの産地化を目指して～

JA熊本市 営農部 営農指導課
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ＪＡ熊本市の概要について

～ＪＡ熊本市のキャッチフレーズ～「夢未来 くまもと」

地域に安全で安心な食料を安定的に供給し、農
業・農村の持続的な発展、農業の持つ多面的機能
を通して、生活環境や健康はもとより、農村固有
の伝承文化、伝統芸能を継承するとともに、市民
と子供達の夢をはぐくみ、緑豊かな熊本市の未来
の創造に貢献する！

★組織

代表者：代表理事組合長 野原 泰夫
組合員数：２１，５８６名
（正組合員数：８，１７６名、准組合数：１３，４１０名）
役員数：３４名（理事２８名、監事６名）
職員数：４１８名

※平成４年４月「熊飽農協」から「熊本市
農協」へ名称変更し、愛称「ＪＡ熊本市」
とする。
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ＪＡ熊本市の農産物について

管内マップ

地域と共生し、生活に豊かさと安心をお届けします

★JA熊本市 特性

市街地 花き・樹芸・野菜・水稲
北東（畑台地） 施設園芸・畜産・水稲
北西 （金峰山麓） 果樹
西南 （水田平坦） 施設園芸・水稲

地域の特性を生かした農業！！

実績項目
９１２，６００普通作

１１，０４２，８２８園芸

４，５０７，８６４果樹・落葉果樹

２７３，０７８花卉・樹芸

１，１７５，７９９畜産物

１７，８２８，２１
５

合計

★農産物販売高 （単位：千円）
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ＪＡ熊本市の農業における課題

・農家の高齢化や農業経営の規模縮小

・近年、農作物が栽培されていない休耕地の増加

・水稲後に露地で栽培する品目が少ない

（春先まで何も栽培せず放置されている農地も多い）
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加工用ホウレンソウの栽培経緯

工場から３０分
管内で原料を調
達したい！！
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加工用ホウレンソウ作付けメリット

・収穫以降の作業は熊本大同フーズ㈱で実施
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連携
安全・安心な農産物産地の育成を図る

～加工用ホウレンソウ産地化を目指す～

地産地消
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加工用ホウレンソウの栽培経緯

工場から３０分
管内で原料を調
達したい！！

２０１９年（令和元年）９月から
加工用ホウレンソウの試験栽培を実施
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加工用ホウレンソウとは？

青果用加工用
露地、雨よけハウス露地栽培場所

２５日～４０日７０日～１２０日生育日数

２０～３０ｃｍ４０ｃｍ～５０ｃ
ｍ

収穫時の草丈

手刈り機械機収穫方法

青果用と加工用の比較

収穫後は、
加工工場で洗浄後
ブランチング（湯通し）
して冷凍され出荷される

２０ｃｍ～３０ｃｍ

３０ｃｍ超えてから
の栽培が難しい
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試験栽培について

初年度展示圃・・・各地区の代表農家へ依頼

前作展示圃
面積
（ａ）

栽培期間地区

水稲１０ａ１０月下～２月
上

東部

水稲２５ａ１１月下～４月
上

〃

休耕地２５ａ９月中～１１月
下

〃

牧草１０ａ１０月下～２月
中

戸島

水稲１０ａ１１月上～３月
中

秋津

水稲１０ａ１１月上～４月
上

南部

ＷＣＳ１０ａ１０月中～１月
下

西部

１ｈ
ａ

合計

・・・各圃場場所産地化を目指し
作付面積１ｈａからスタート

JA熊本市作付地図
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西部地区南部地区秋津地区戸島地区東部地区東部地区肥料・農薬（散布量・希釈）

10月21
日

11月8日11月8日10月21日9月17日
10月21
日

播種日

6.765.86.56.16.6pH測定土壌分析

100100
炭カル１１

０
炭酸苦土石灰（ｋｇ）

元肥

4040石灰窒素（ｋｇ） 雑草対策

過石２０過石２０160160160球状ニュー野菜一番（１２－１５－８）ｋｇ

140140140
PKセーブ４００エコ（１４－１０－１０）ｋ
ｇ

堆肥（牛糞ｏｒ豚糞）

10月21日9月17日
10月21
日

ラッソー乳剤（水１００Ｌ、農薬１５０ml）
播種時除草剤

10月21
日

11月8日11月8日レンザー乳剤（水１００Ｌ、農薬１００ｇ）

10月21日フォース粒剤（９ｋｇ）播種時殺虫剤

12月3日12月3日
プレバソンフロアブル（水１００Ｌ、２０００
倍）害虫防除

12月3日スミチオン乳剤（水１００Ｌ、１５００倍）

1月14日
アリエッティ水和剤（水１００Ｌ、１５００
倍）

べと病防除
12月3日

ランマンフロアブル（水１００Ｌ、２０００
倍）

2月5日1月20日ナブ乳剤（水１００Ｌ、農薬１００ｍｌ）中期除草剤散布

1月14日2月5日2月5日12月3日12月3日
コスモ２－４－４（水１００Ｌ、液肥３５０ｍ
ｌ）追肥

1月14日粒剤（くみあい燐硝安加里Ｓ６４６）２０ｋｇ

1月29日4月1日3月19日2月17日11月28日2月5日収穫日

試験栽培詳細について
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１０ａあたり商品化重量６００～１０００ｋｇ

目標２トン（１０ａあたり）到底及ばなかった
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